
東 京 電 機 大 学 情 報 環 境 学 部 規 則 
 

（平成 22年３月９日） 

（規４第 89号） 

 

第 １ 章  総    則 

（趣 旨） 

第１条 この規則は、東京電機大学学則（以下「大学則」という。）第３条第３項に基づき、

情報環境学部（以下「本学部」という。）の人材の養成に関する目的その他の教育研究上

の目的、学年及び学期、教育課程及び単位、成績及び卒業その他大学則施行上必要な事

項を定める。 

 

（人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的） 

第２条 本学部は、個々の学生がそれぞれの能力に応じ、それぞれの興味・関心を伸ばす

「個別重視型教育」を通じて、将来にわたって情報技術の変遷に適応し、社会に貢献す

る能力を備えるための基礎学力と、本質を理解して広い視野に立って自らの進むべき方

向を判断・選択する基礎能力を育成する。また、本学部は、情報関連の学術の発展と今

後社会に必要とされる動向を見据え、２１世紀に活躍できる情報に関する技術者を養成

する。 

 

２ 本学部の情報環境学科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は

次のとおりとする。 

  情報環境学科は、情報、人間、システム、コミュニケーションの分野において専門性

を十分に発揮できる情報技術に関する基礎能力を修得させることを目的とする。また、

本学科は、急速な技術変革が常在化している情報社会において、技術の本質を見抜き、

問題発見と解決能力を有し課題に的確に対処し、広い視野にたって 21世紀に活躍できる

情報に関する技術者を養成する。 

 

 

第 ２ 章  組    織 

（コース制） 

第３条 本学部は、情報環境学科に、次のコースを置く。 

  ネットワーク・コンピュータ工学コース 

  デジタル情報工学コース 

  建築デザインコース 

  コミュニケーション工学コース 

 

 



第 ３ 章  学年及び学期 

（学年・学期） 

第４条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31日に終る。 

２ 学年を次の２つの学期に分ける。 

  前学期 ４月１日から８月 31日まで 

  後学期 ９月１日から翌年３月 31日まで 

 

 

第 ４ 章  教育課程及び単位 

（授業科目） 

第５条 授業科目の区分は、共通教育科目、専門教育科目及び教職課程に関する科目とし、

別表第１のとおり開講する。 

 

（履修の要件） 

第６条 本学部における履修の要件については、別表第２のとおりとする。 

 

（履修単位の制限） 

第７条 本学部では、各学期に履修できる単位数を次のとおり定める。 

１つ前の学期のＧＰＡ 

（小数点第４位を四捨五入） 
履修登録上限単位数 

２．２００以上 ２５単位 

０．６０１以上２．１９９以下 ２１単位 

０．６００以下 １２単位 

２ 前項にかかわらず、入学後の最初の学期の履修登録上限単位数は 19単位とする。また、

編入学者、転入学者、転学部者及び復学者の最初の学期の履修登録上限単位数は 21単位

とする。 

３ 第９条に基づき、履修科目を保留した者の次学期の履修単位については、学科長及び

授業担当教員の許可を得た場合、25単位まで履修することができる。 

 

（事前履修条件） 

第８条 履修する科目のうち、事前履修条件が付されている科目については、事前履修条

件として指定された科目の成績がＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのいずれかの成績評価を修めてい

なければ、履修することができない。 

 

 

 



（履修科目の保留） 

第９条 履修の途中で、やむを得ない理由により長期欠席する場合は、学科長及び当該授

業科目の担当教員の許可を得た上で、所定の手続きをとることにより、履修する科目の

評価を１年以内（休学期間を除く）に限り保留扱いにすることができる。 

２ 前項において評価を保留扱いとした科目を１年以内（休学期間を除く）に履修しなか

った場合は、Ｅ評価とする。 

なお、保留扱いの期間内に卒業・退学・除籍となった場合についてもＥ評価とする。 

 

（教員の免許状授与の所要の資格の取得） 

第 10条 本学部において取得できる免許状の種類は大学則別表第２とし、教職課程に関す

る科目及び必要な授業科目は別表第３とする。 

 

 

第 ５ 章  成績及び卒業 

（成績評価・単位認定） 

第 11条 本学部は大学則第 26条に基づき、科目の成績評価を行う。 

２ 本学部における、成績評価及びＧＰＡ（Grade Point Average）ポイント（以下「ＧＰ

Ａ」という。）は、次の評点区分に基づき行う。 

評点 成績評価 GPAポイント 

90～100 Ｓ ４ 

80～89 Ａ ３ 

70～79 Ｂ ２ 

60～69 Ｃ １ 

40～59 Ｄ ０ 

0～39 Ｅ ０ 

放棄 － ０ 

３ ＧＰＡの計算方法は次のとおりとし、ＧＰＡの表記は小数点第４位を四捨五入して小

数点第３位まで表示するものとする。なお、自由科目（卒業要件とならない科目）、履修

を保留した科目、単位認定科目及び履修中の科目は計算の対象としない。 

 ＧＰＡ ＝ （各科目の単位数×当該科目で得たポイント）の合計 

             履修した全ての科目の総単位数 

 

（卒 業） 

第 12条 本学部は、４年以上在学し、第６条別表第２に規定する履修の要件に従い、合計

124 単位以上を修得した者を卒業と認定する。 

２ 本学部は、大学則第 31条第２項に定める卒業の基準を別に定める。 

（学業継続願い） 



第 13条 前条において卒業を認定された者が、所定の手続きにより期間を定めて学業継続

を願い出て、学部長の許可を受けた場合は、引き続き本学部の学生として在籍すること

ができる。ただし、引き続き在籍できる期間は、大学則第 12条に定める最長在学年限の

範囲内とする。 

 

（退学勧告等） 

第 14条 学科長は、当該学期のＧＰＡが 0.600以下の者で、学修意欲が欠如していると判

断した場合、口頭での教育的指導を行うとともに、退学予備勧告を行うことができる。 

２ 学部長は、退学予備勧告を受けた者が、連続した２つの学期においてＧＰＡが 0.600

以下で学修意欲が認められないと判断した場合、学部長は教授会の議を経て、退学を勧

告することができる。 

 

 

第 ６ 章  改    正 

（改 正） 

第 15条 この規則の改正は、本学部教授会の議を経なければならない。 

 

 

附    則 

１ （施行期日） 

 ⑴ この規則は、平成 22年４月１日から施行する。 

 ⑵ この規則は、平成 23年３月８日に第３条を追加し次条以下を繰り下げ、第５条、第

５条別表第１（情報環境学部の授業科目及び単位数）、第６条別表第２（情報環境学部

の履修の要件）、第７条別表第３（情報環境学部における教職課程の履修方法）を改正

し、平成 23 年４月１日から施行する。 

 ⑶ この規則は、平成 24 年３月 13 日に第７条、第８条、第９条を追加し、次条以下を

繰り下げ、第 11条を改正し、第 13条、第 14条を追加し、次条以下を繰り下げ、第５

条別表第１を改正し、平成 24年４月１日から施行する。 

   ただし、平成 23年度以前に入学した者の各学期に履修できる単位数については、第

７条第１項の定めにかかわらず次のとおりとする。 

１つ前の学期のＧＰＡ 

（小数点第４位を四捨五入） 
履修登録上限単位数 

２．９５０以上 ２５単位 

１．００１以上２．９４９以下 ２１単位 

１．０００以下 １２単位 

  なお、平成 23年度以前に入学した者の成績評価及びＧＰＡの評点区分は、第 11条第 2



項の定めにかかわらず、次のとおりとする。 

評点 成績評価 ＧＰＡポイント 

90～100 Ｓ ４ 

80～89 Ａ ４ 

70～79 Ｂ ３ 

60～69 Ｃ ２ 

40～59 Ｄ ０ 

0～39 Ｅ ０ 

 

 また、平成 23 年度以前に入学した者の退学勧告等に係るＧＰＡの基準値については、

第 14条第１項、第 2項の定めにかかわらず、「1.000未満」とする。 

 

⑷ この規則は、平成 25 年３月 12 日に第５条別表第１（情報環境学部の授業科目及び単

位数）を改正し、第９条第２項を追加し、平成 25年４月１日から施行する。 

なお、第９条第２項の経過措置として、平成 24 年度に在学している者で、平成 24 年

度中に第９条第 1 項に定める所定の手続きをとりながら、評価を保留扱いとした科目を 1
年以内（休学期間を除く）に履修しなかった場合、または既に 1 年以内（休学期間を除

く）に履修しなかった科目がある場合は、卒業・退学・除籍となった際にＥ評価とする。 

 

⑸ この規則は、平成 26年３月 11日に第５条別表第１（情報環境学部の授業科目及び単

位数）を改正し、平成 26年４月１日から施行する。 




















